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館長会のご案内（案）  
 

昨年度に引き続き、部会総会後の「昼食会を兼ねた館長会」を下記のとおり開催いたし

ます。図書館の運営責任者である館長として、図書館運営のあり方、考え方等について活

発な意見交換を行いたいと思います。公務多忙なおり恐縮ですが万障お繰り合わせのうえ

ご参加いただけますようお願い申し上げます。  
 

記  

 

日 時： 2007 年 6 月 22 日(金) １２：１０～１３：１０ 

会 場： 国際基督教大学 本部棟 2 階 ２０６会議室 

議 題： インターネット時代の図書館と図書館員の役割 

司 会： 岡田 泰男（帝京大学メディアライブラリーセンター館長） 

概 要：  

情報ネットワーク技術の急速な進展は、大学の教育・研究環境の急激な変化をもたらし

ています。図書館業務の技術基盤は完全に変化し、二次情報は勿論、一次情報も電子化さ

れインターネット上におかれつつあります。それにともない図書館が提供するサービス、

機能も根本的な変革を求められており、当然この環境に対応し図書館を変革していく能力

をもった図書館員が必要とされるはずです。  
しかし現実は業務委託による図書館職員数の減少、人事異動による経験者の流出、現職

司書を基準とした「司書」自体の必要性への疑問、環境の変化に対応できない司書養成教

育などの悪循環により現職研修も新しい人材の育成も一層困難な状況になっています。  
この場では管理者としての館長の立場と、（多くの場合）研究者としての利用者の立場

双方から現状の図書館員に必要とされる知識と能力とについて、また各館での職員研修や

図書館員の研修・研究をサポートする立場の私立大学図書館協会の活動についても意見交

換ができればと考えています。  
以 上  


